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兵
庫
県
立
大
学
の
活
動
報
告

マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
招
へ
い

災
害
看
護
に
お
け
る
課
題
な

ど
学
ぶ

マ
レ
ー
シ
ア
国
際
イ
ス
ラ
ム
大
学
（
Ｉ
Ｉ
Ｕ
Ｍ
）

は
マ
レ
ー
シ
ア
国
内
看
護
系
大
学
７
校
の
う
ち
、
公

立
大
学
で
独
立
し
た
看
護
学
部
を
持
つ
唯
一
の
大
学

で
す
。
イ
ス
ラ
ム
教
の
理
念
に
基
づ
い
た
看
護
教
育

を
行
い
、
行
政
機
関
・
公
立
病
院
等
に
多
数
の
卒
業

生
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
科
学
技
術
振
興

機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
の
助
成
を
受
け
、
看
護
学
部
長
の
ム
ハ
ン
マ

ド
・
カ
ミ
ル
・
ビ
ン
・
チ
ェ
・
ハ
サ
ン
先
生
を
含
む

大
学
院
生
・
学
部
学
生
計
10
名
を
招
へ
い
し
ま
し
た
。

◎
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

事
前
２
回
（
12
月
・
１
月
）
お
よ
び
事
後
１
回

（
２
月
）
の
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま

し
た
。
全
員
が
初
来
日
と
な
る
事
か
ら
、
初
回
は
日

本
の
医
療
の
概
要
と
と
も
に
、
感
染
予
防
・
日
本
で

の
ハ
ラ
ー
ル
対
応
の
現
状
等
も
含
め
、
渡
航
全
般
に

関
す
る
情
報
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
双
方
の
看
護
・
看
護
教
育
に
関
す
る
情
報
交

換
と
と
も
に
、
大
学
院
生
参
加
者
に
は
研
究
テ
ー
マ

を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
て
も
ら
い
、
本
学
教
員

の
研
究
室
訪
問
の
た
め
の
マ
ッ
チ
ン
グ
資
料
と
し
ま

し
た
。

◎
災
害
看
護
教
育

地
域
ケ
ア
開
発
研
究
所
に
お
い
て
、
災
害
看
護
の

基
本
的
能
力
に
つ
い
て
の
講
義
・
演
習
を
行
い
ま
し

た
。
防
災
・
減
災
に
関
す
る
計
画
立
案
、
受
援
者
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
被
災
者
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
等
、
多
様
な
側
面
か
ら
学
習
す

る
内
容
と
し
、
講
義
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
演
習
を

組
み
合
わ
せ
ま
し
た
。
演
習
で
は
本
学
学
生
有
志
ら

も
参
加
し
、
英
語
に
よ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
質

疑
応
答
を
通
し
て
災
害
看
護
に
関
す
る
学
び
を
深
め

ま
し
た
。

◎
施
設
見
学

「
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
」
（
神
戸
市
）
の
見

学
で
は
被
災
状
況
の
実
際
や
避
難
生
活
・
復
興
プ
ロ

セ
ス
を
疑
似
体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
神
戸
赤
十
字
病

院
お
よ
び
兵
庫
県
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
の
見
学
実
習

で
は
、
看
護
業
務
の
実
際
や
、
日
常
業
務
に
お
け
る

防
災
対
策
、
災
害
時
の
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
等
に
つ
い
て

体
験
的
に
学
習
す
る
と
共
に
、
被
災
地
域
に
お
け
る

緊
急
医
療
支
援
に
つ
い
て
机
上
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

演
習
を
行
い
ま
し
た
。

◎
文
化
交
流

国
際
交
流
課
の
協
力
を
得
て
、
ち
ら
し
寿
司
づ
く

り
、
折
り
紙
な
ど
の
文
化
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
し
た
。
ま
た
日
々
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
、
大

学
ま
で
の
案
内
や
終
了
後
の
買
い
物
・
観
光
、
最
終

日
の
学
習
成
果
発
表
会
で
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
、
本
学
学
生
が
多
様
な
場
面
で
参
加
者
と
交
流

す
る
機
会
を
持
つ
事
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
参
加
者

の
興
味
関
心
に
合
わ
せ
、
本
学
の
講
師
・
准
教
授
を

中
心
と
し
た
若
手
教
員
の
研
究
室
を
訪
問
し
ま
し
た
。

◎
学
習
成
果
発
表
会

プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
日
に
は
、
本
学
学
生
と
教
員
有

志
に
よ
る
昼
食
会
の
後
、
Ｉ
Ｉ
Ｕ
Ｍ
学
生
９
名
に
よ

る
学
習
成
果
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ

（
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
）
な
ど
の
災
害
医
療
体
制

や
、
神
戸
赤
十
字
病
院
の
被
災
地
へ
の
看
護
師
派
遣

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
他
、
避
難
所
設
営
や
ト
リ
ア
ー
ジ
な

ど
の
机
上
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
看

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激

第
413
回

＝
特
別
連
載
＝

増野	園惠
（兵庫県立大学
地域ケア開発研究所
所長）
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護
教
育
で
も
取
り
入
れ
た
い
内
容
と
し
て
発
表
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

発
表
会
終
了
後
は
本
学
学
生
投
票
に
よ
る
ベ
ス
ト

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
賞
や
手
作
り
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

カ
ー
ド
の
贈
呈
、
Ｉ
Ｉ
Ｕ
Ｍ
学
生
ら
に
よ
る
踊
り
と

寸
劇
等
が
披
露
さ
れ
、
学
術
面
に
加
え
て
文
化
交
流

の
点
か
ら
も
大
変
充
実
し
た
会
と
な
り
ま
し
た
。
全

て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
終
了
後
も
学
生
同
士
で
名
残
惜

し
く
語
り
合
う
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

◎
プ
ロ
グ
ラ
ム
評
価

事
後
の
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
Ｉ
Ｉ
Ｕ

Ｍ
学
部
学
生
１
名
・
大
学
院
生
２
名
の
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
学
習
成
果

と
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
般
に
か
か
る
評
価
を
実
施
し
ま
し

た
。
研
修
内
容
に
つ
い
て
は
、
講
義
、
演
習
（
体

験
）
、
グ
ル
ー
プ
討
議
、
施
設
見
学
と
多
彩
な
学
習

方
法
・
機
会
が
提
供
さ
れ
、
集
中
し
て
楽
し
く
学
習

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
の
ム
ス
リ
ム
に
関
す
る
知
識

を
基
に
、
災
害
時
の
文
化
的
宗
教
的
配
慮
に
つ
い
て

指
摘
と
提
案
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

来
日
後
、
す
ぐ
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
始
と
な
り
、

日
本
文
化
を
深
く
学
ぶ
時
間
が
取
れ
な
か
っ
た
こ
と
、

災
害
看
護
以
外
に
も
、
日
本
の
看
護
医
療
の
現
状
、

自
国
と
の
違
い
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
た
か
っ
た
と

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
体
に
わ

た
る
細
か
な
配
慮
や
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
感

謝
の
言
葉
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
契
機
に
、
本
学
教
員
と
の
共
同
研
究

や
相
互
留
学
等
の
継
続
的
な
教
育
・
学
術
交
流
の
基

盤
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◎
今
後
の
展
望

プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
も
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
て
学

生
間
で
看
護
や
医
療
、
学
生
生
活
や
互
い
の
生
活
文

化
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
が
続
い
て
い
ま
す
。
本
学

の
学
生
に
と
っ
て
は
、
文
化
的
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を

直
に
経
験
す
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

送
り
出
し
機
関
に
お

い
て
は
、
帰
国
後
に
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
の
学
び
が

他
の
学
生
や
教
員
に
も

共
有
さ
れ
、
災
害
看
護

に
対
す
る
関
心
が
高
ま

る
き
か
っ
け
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
年
11
月
に

神
戸
で
開
催
さ
れ
る
世

界
災
害
看
護
学
会
に
は
、

同
大
の
学
生
・
教
員
の

参
加
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
合
わ
せ
て
本
学
へ

の
訪
問
も
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。

世
界
中
で
災
害
の
発

生
頻
度
が
増
し
、
激
甚

化
が
進
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
、
災
害
看
護
へ
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
地
域
ケ
ア
開
発

研
究
所
で
は
、
本
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
実
施
経
験
を

も
と
に
、
海
外
の
看
護

学
生
を
対
象
と
し
た
短

期
の
災
害
看
護
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
へ
と
発
展
さ

せ
、
今
年
度
か
ら
実
施

を
開
始
し
ま
し
た
。
日

本
で
蓄
積
さ
れ
た
防

災
・
減
災
、
災
害
看
護

の
叡
智
を
広
く
世
界
に

向
け
て
発
信
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ドクターカーに乗車体験（災害医療センター）

学習成果発表会で、IIUM学部長㊧にメ
ッセージカードを渡す兵庫県立大学生

災害看護講義で、避難時の物品を発表する学生

神戸市の「人と防災未来センター」を見学




